
心血管カテーテル治療専門医
更新申請
（2018）
申請マニュアル

申請期間：2018年8月1日（水）から9月14日（金）

申請方法：資格申請システムより全データアップロード
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※既に活動実績登録のために本システムにログインされている場合、上記【CVIT資格申請
システム操作手順-パスワード登録方法(P12～15)】の手続きは不要となります。
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専門医

事務局

心血管カテーテル治療専門医更新申請の流れ

7/11 8/10
① 活動実績事前登録期間

8/1 9/14
② 心血管カテーテル治療専門医

更新申請書類の申請期間

7/11 8/20
活動実績登録内容の確認

受理or棄却の判定

9/15 10月下旬
専門医認定医制度審議会による申請書類精査

活動実績受理分の内容を含む各申請書類審査期間

結果通知

活動実績事前登録期間7/11-8/10厳守

活動実績事前登録期間と更新申請受付期間は異なりますので、ご留

意ください。

事務局で「受理」された実績分が更新申請時に使用可能です。

2018年度 心血管カテーテル治療専門医
更新申請受付期間8/1-9/14厳守

事務局で「受理」された活動実績が申請画面に取得単位一覧として

表示されます。また、活動実績（更新単位）以外の申請書類の申請

期間です。

認定された場合の認定期間：
専門医認定医制度審議会での認定後、2018年1月1日より5年間
2018年1月1日-2022年12月31日

更新審査料払込期間
更新登録料払込期間
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心血管カテーテル治療専門医更新申請条件①

般社団法人 日本心血管インターベンション治療学会認定医・専門医・名誉専門医・施設代表医およ
び研修施設・研修関連施設の資格更新規定（7項）より抜粋

7.心血管カテーテル治療専門医の資格更新条件は以下とし、更新は5年毎とする。

① 日本心血管インターベンション治療学会に所属していること。

② 心血管カテーテル治療専門医は5年間で250症例以上のカテーテル治療の治療経験があり、J-
PCI、J-EVT/SHD レジストリーに参加し、全例登録していること。※3

250症例のうち150例は指導的介助者としての治療経験で可とする。指導的介助者は1症例につ
き1名とする。尚、研修施設群の運用のための細則で定める施設群指導医は、指導する1施設に
つき、満1年間の指導を行うことで、指導的介助者としてPCI5件を行ったとみなす。但し、専門医
認定医制度審議会への申請とその承認を必要とする。また、複数の施設群指導医が1施設を指
導した場合は、その主担当指導医のみの適用とする。※1
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心血管カテーテル治療専門医更新申請条件②

③ 認定後5年間に本学会および関連学会が主催する学術集会、本学会が認定した学術集会、学
術講演会、研究会その他の事業への参加と、学会発表または学術論文掲載により、心血管カ
テーテル治療専門医は研修単位50単位を取得しなければならない。尚、研修施設群の運用の
ための細則で定める施設群指導医は、指導する施設数にかかわらず、満1年間の指導を行うこ
とで、5単位を加点する。但し、専門医認定医制度審議会への申請とその承認を必要とする。ま
た、複数の施設群指導医が1施設を指導した場合は、その主担当指導医のみの適用とする※2。
50単位のうち、以下の3つを必須とする。

• ライブ単位： 5～10単位（10単位を超える分はカウントしない）

• 放射線防護講習会：1単位

• 医療安全・倫理講習会：1単位

※1※2 2018年研修施設群運用後より適用

※3 2022年更新対象者（2022年12月31日までが認定期限の者）より適用 5



心血管カテーテル治療専門医更新申請条件(③の備考)

※ 2012年10月1日～2017年12月31日迄の参加単位が今回の更新時にカウントされます。

※ 2018年1月1日以降の参加単位は、次回更新時にカウントされます。

※ ライブ単位は5～10単位で可となります(最低5単位で可)

【補足】：2016年9月23日付けで、CVIT認定医・専門医・名誉専門医の資格更新に必須なライ
ブ単位を10単位とすることが決定しました。救済措置として、2017年度更新対象者（認定期
日：2016/12/31）、2018年度更新対象者（認定期日：2017/12/31）まではライブ必要単位を5
～10単位で可としました）。

※ 日本循環器学会の医療安全講習会の受講分も有効です。
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心血管カテーテル治療専門医更新申請条件③

④ 心血管カテーテル治療専門医の資格更新申請の手続きには、定められた様式の他に、以下の
ものをアップロードしなければならない。

• 学術集会、講演会に参加したことを証明する参加証の写し

• 発表者を証明するプログラムの写し

• 論文タイトルのページの写し

• 放射線防護講習会に参加したことを証明する参加証の写し

• 医療安全・倫理講習会に参加したことを証明する参加証の写し

（日本循環器学会の放射線防護講習会および医療安全・倫理講習会に参加した場合は、参
加したことを証明する参加証の写しで可）

⑤ 心血管カテーテル治療専門医は資格更新が不可能となれば、審議会に資格を返上しなければ
ならないが、認定医の資格は更新申請を行うことで維持できる。
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提出内容について①
①心血管カテーテル治療専門医更新申請書
②日本心血管インターベンション治療学会症例登録事業（レジストリー）参加登録宣誓書
③更新単位（2012/10/1～2017/12/31間に参加・発表した分で計50単位が必須）
事務局で「受理」された活動実績およびCVIT総会、地方会、一部の研究会など、会員証を
バーコードで読み取り、参加登録を行っている分が表示されます。

（内訳非必須単位）
• CVIT学術集会、CVIT地方会、CVIT学術集会（座長・発表）、CVIT地方会（座長・発表）、学
術集会（教育講演）

• 関連学会学術集会、論文掲載（原著論文、筆頭著者）、論文掲載（原著論文、共著者）、
• ライブデモンストレーションを伴わない研修会

（内訳必須単位）
• ライブデモンストレーション（最低5単位あれば可、10単位までカウント可）
• 放射線防護講習会（１単位までカウント可）
• 医療安全・倫理講習会（１単位までカウント可）
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提出内容について②
④ 5年間で250症例以上のカテーテル治療の治療経験

(2018年1月1日以降の施行数は、次回更新時にカウントされます。)

⚫ NCDデータベースに完了承認済みで登録されている症例を自動集計し審査します。自
動集計の対象は、2012年10月1日～2017年12月31日迄の症例です。

⚫ 未登録症例

① 2012年10月～2016年12月31日までのJ-PCIレジストリー未登録症例を申請時に利
用する場合
PCI申請症例記入フォーマット提出(Excel)
2017年度以降のJ-PCIレジストリー未登録症例の救済はありません

② 2012年10月～2017年12月31日のJ-EVT/SHD未登録症例を申請時に利用する場合

③ 申請症例証明書（①or②を提出する場合必須）(PDF)
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CVIT資格申請システム操作手順
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2018年8月1日（水）より
アクセス可能
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手順①：5桁の会員番号を入力します

パスワード登録方法①

手順②：パスワードの登録をします

パスワードは8文字以上とし、英大

文字・英小文字・数字・記号のうち

3種類以上を含めてください。

2017年度運用の申請システムとは異なる新会員システ
ムのため、全会員がパスワードの登録を行う必要がありま
す。
既にご登録済みの場合、「CVIT資格申請システムログイ
ン後操作手順（P15～）」へ進んでください。

12



手順③-Ⅰ：メールの送受信

パスワード登録方法②

手順④：メールに届いたURLを押下し、手順②で設定したパスワードを入力する

手順③-Ⅱしばらく待ってもメールが届かない場合はお問い合わせへ進んでください

(本マニュアルP10へ)
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パスワード登録方法③(お問い合わせ画面へ進む)
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パスワード登録方法④(お問い合わせ画面へ進む)

こちらにメールアドレスを入力してから確
認してください。

本申請システムで使用するアドレスが有効かあらかじめ確
認するための機能です。

「このアドレスへCVITからのメールが届くか確認する 」を押
下し、テストメールを送信した後、

＜しばらく待ってもメールが届かない場合＞
・ご利用のネットワーク管理者に問い合わせいただくか、
・別のメールアドレスをご利用いただくか、
・迷惑メールに振り分けられていないかを確認してください。

＜テストメールの受信が確認できた場合＞
こちらの画面からお問い合わせの後、CVIT事務局からの返
信をお待ちいただいてから、改めてログイン用パスワードの申
請を行ってください。

※利用するメールアドレスが会員登録されているメールアド
レスと異なる場合、「その他連絡事項」にメールアドレス変更
希望の旨、ご連絡いただき、CVIT事務局からの返信をおま
ちください。
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CVIT資格申請システムログイン後操作手順

心血管カテーテル治療専門医更新
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CVIT資格申請システムログイン後操作手順①

「資格申請を開始する」
を選択する
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CVIT資格申請システムログイン後操作手順②

選択する
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CVIT資格申請システムログイン後操作手順③

提出項目ごとに「詳細」を
選択し、申請を行なう。

ステータスは、
①未提出
②提出済
③不足

のいずれかが表示されます。※申請自体を中止したい
場合は、【この申請を中止
する】をクリックしてください。

※事務局へ連絡事項がありましたらこちらへ入力し、
【連絡事項を保存する】をクリックしてください。

③
②

①
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◎心血管カテーテル治療専門医資格更新申請書

・心血管カテーテル治療専門医 資格更新審査申請書の記載

※医籍番号は、必ず医師免許証を確認の上、記入すること

① 書式のダウンロード

② ①をスキャンしたPDF
データのアップロード

③ 【提出する】をクリック

心血管カテーテル治療専門医
資格更新審査申請書の提出①
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この表示が出たら、正常に申請書
データが受理されています。

【こんな時は？】
一度提出した申請書データを差
し替えたい場合

①提出書類で差し替えたいデー
タを選択し直す

②【提出データを更新する】を
クリック

①

②データの差し替えがない場
合は、心血管カテーテル治
療専門医更新(2017)へ
戻る】をクリック

心血管カテーテル治療専門医
資格更新審査申請書の提出②
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◎症例登録事業(レジストリー)参加登録宣誓書

• 申請時に在籍している施設で、NCD施設診療科長より、証明をいただく

• 申請者がNCD施設診療科長である場合は、申請者自身がご証明ください。

• 赤字下線部を必ず確認し、誓約すること

◎医籍番号の誤登録が判明した場合
医籍番号がNCD上に正しく登録されていない場合、症例を正しくカウントすることができかねます。
ただちに、NCDへ医籍番号の修正依頼を連絡してください。

NCDお問い合わせhttps://www.ncd.or.jp/contact/medical/clinicalcase/

① 書式のダウンロード
② ①をスキャンしたPDF
データのアップロード

③【提出する】をクリック

症例登録事業参加登録宣誓書の提出①

https://www.ncd.or.jp/contact/medical/clinicalcase/
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この表示が出たら、正常に申請書
データが受理されています。

【こんな時は？】
一度提出した申請書データを差
し替えたい場合

①提出書類で差し替えたいデー
タを選択し直す

②【提出データを更新する】を
クリック

①

②

症例登録事業参加登録宣誓書の提出②

データの差し替えがない場
合は、心血管カテーテル治
療専門医更新(2017)へ
戻る】をクリック



各更新単位の提出方法

各単位は、それぞれの【詳細】を
クリックし、
①ライブデモンストレーション
②放射線防護講習会
③医療安全・倫理講習会
④学会参加・発表・論文単位
の順で、提出してください。

①

②

③

④

各詳細をクリックすると、活動実績事前登録シス
テムにて受理された各単位が表示されます。
活動実績未登録、または事務局棄却・未受理分は
次の詳細画面に反映されませんのでご留意くださ
い。8月10日(締切厳守)迄にご登録いただいた実
績は、8月20日までに受理・棄却の判定をいたし
ます。
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更新単位の提出(①ライブデモンストレーション単位 )
活動実績事前登録システムにて受理されたラ
イブデモンストレーション単位分が表示されま
す。

表示される期間：2012年10月1日～
2017年12月31日

①単位取得状況を確認
※ライブデモンストレーションは5～10単位が
必須です。最低5単位、10単位までカウント
可能です。

②【提出する】をクリック

活動実績登録で受理済みの登録分が表示
されていないなどのケースがありましたら、CVIT
事務局へ（ Senmoni@cvit.jp ）までご
連絡ください。

①単位取得状況を確認

②【提出する】をクリック

25
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活動実績登録で受理済みの登録分が表示されてい
ないなどのケースがありましたら、CVIT事務局へ
（ Senmoni@cvit.jp ）までご連絡ください。

提出済みの単位に参加
単位が反映されていた
ら、正常に受理されてい
ます。

更新単位の提出(①ライブデモンストレーション単位 )

ライブ総数が5単位に満たない場合
は、提出ができません。
その場合は、
①活動実績に新たに登録する
②受理された一覧がアップデートさ
れるので、【提出データを更新する】
をクリックする

単位不足がない場合は、【心血
管カテーテル治療専門医更新
(2017)へ戻る】をクリック

mailto:Senmoni@cvit.jp


更新単位の提出(②放射線防護講習会単位 )
活動実績事前登録システムにて受理された
放射線防護講習会単位分が表示されます。

表示される期間：2012年10月1日～
2017年12月31日

①単位取得状況を確認
※放射線防護講習会を複数受講されたとし
ても、カウントできる単位は1単位までです。

②【提出する】をクリック

活動実績登録で受理済みの登録分が表示
されていないなどのケースがありましたら、CVIT
事務局へ（ Senmoni@cvit.jp ）までご
連絡ください。

①単位取得状況を確認

②【提出する】をクリック

27

mailto:Senmoni@cvit.jp


28

更新単位の提出(②放射線防護講習会単位 )

活動実績登録で受理済みの登録分が表示されていないなどの
ケースがありましたら、CVIT事務局へ（ Senmoni@cvit.jp ）
までご連絡ください。

この表示が出たら、正常
に受理されています。

表示が0単位の場合は、提出
ができません。
その場合は、
①活動実績に新たに登録する
②受理された一覧がアップデー
トされるので、【提出データを更
新する】をクリックする

単位不足がない場合は、【心血
管カテーテル治療専門医更新
(2017)へ戻る】をクリック

mailto:Senmoni@cvit.jp


更新単位の提出(③医療安全・倫理講習会単位 )

活動実績事前登録システムにて受理された
医療安全・倫理講習会単位分が表示されま
す。

表示される期間：2012年10月1日～
2017年12月31日

①単位取得状況を確認
※医療安全・倫理講習会を複数受講された
としても、カウントできる単位は1単位までです。

②【提出する】をクリック

活動実績登録で受理済みの登録分が表示
されていないなどのケースがありましたら、CVIT
事務局へ（ Senmoni@cvit.jp ）までご
連絡ください。

①単位取得状況を確認

②【提出する】をクリック
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更新単位の提出(③医療安全・倫理講習会単位 )

活動実績登録ありましたら、CVIT事務局へ
（ Senmoni@cvit.jp ）までご連絡で受理済みの登録分が表
示されていないなどのケースがください。

この表示が出たら、正
常に受理されています。

表示が0単位の場合は、提出
ができません。
その場合は、
①活動実績に新たに登録する
②受理された一覧がアップデー
トされるので、【提出データを更
新する】をクリックする

単位不足がない場合は、【心血
管カテーテル治療専門医更新
(2017)へ戻る】をクリック

mailto:Senmoni@cvit.jp


更新単位の提出(④学会参加・発表・論文単位 )
活動実績事前登録システムにて受理された
以下の単位分が表示されます。

表示される期間：2012年10月1日～
2017年12月31日

・CVIT学術集会、CVIT地方会、CVIT学
術集会（教育講演）、関連学会学術集会、
ライブデモンストレーションを伴わない研修会
・CVIT学術集会（座長・発表）、CVIT地
方会（座長・発表）
・論文掲載（原著論文、筆頭著者）、論
文掲載（原著論文、共著者）

①単位取得状況を確認
※必須単位であるライブ5～10単位、放射
線防護講習会1単位、医療安全・倫理講習
会1単位を含め50単位以上あることが必要
です。
②【提出する】をクリック

活動実績登録で受理済みの登録分が表示
されていないなどのケースがありましたら、CVIT
事務局へ（ Senmoni@cvit.jp ）までご
連絡ください。

①単位取得状況を確認

②【提出する】をクリック 31
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活動実績登録で受理済みの登録分が表示されて
いないなどのケースがありましたら、CVIT事務局へ
（ Senmoni@cvit.jp ）までご連絡ください。

提出済みの単位に参加
単位が反映されていた
ら、正常に受理されてい
ます。

総数が50単位に満たない場合は、
提出ができません。
その場合は、
①活動実績に新たに登録する
②受理された一覧がアップデート
されるので、【提出データを更新す
る】をクリックする

更新単位の提出(④学会参加・発表・論文単位 )

単位不足がない場合は、
【心血管カテーテル治療専
門医更新(2017)へ戻る】
をクリック

mailto:Senmoni@cvit.jp


カテーテル治療実績の登録方法①

心血管カテーテル治療専門医更新時には、カテーテル治療実績(5年間で250症例以上のカテーテル治療)
の提出が必要です。

33



カテーテル治療実績(5年間で250症例以上のカテーテル治療)

◎レジストリー登録分： をクリックし、自動集計。
※自動集計は、入力ステータス「完了（承認済み）」症例分のみ
◎レジストリー未登録分：表中、【手入力】欄に数を入力。
※手入力分は、未登録症例申請データ（Excelファイル）のアップロードが必須です。

・未登録症例記入様式
(PCI)
2012年10月1日～2016年12月31日施行のPCI未登録症例を申請可能。
2017年度未登録症例分は申請不可。
2017年度症例は、誤って手入力・データ提出をされたとしても審査時にはカウントされません。
(EVT・SHD)
2012年10月1日～2017年12月31日施行のEVT・SHD未登録症例を申請可能。

・申請症例証明書様式
PCI、EVT・SHDレジストリー未登録症例を申請する場合に提出が必須となります。
提出時は、スキャンしたPDFファイルをアップロードください。

カテーテル治療実績の登録方法②
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レジストリー登録分の申請①

レジストリー登録分を申請
に利用する場合、【レジス
トリー登録症例を更新す

る】をクリック

35



レジストリー登録分の申請②

①

②

④

③ Ｖ

000000
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学会に登録した医籍番号が誤っていた場合や
NCDに登録した医籍番号が誤っていた場合、
会員情報の変更作業を行わなければならず、
申請が大幅に遅れます。
必ず医師免許証をお手元に、正しい医籍番号を
入力してください。

CVIT医籍登録番号登録フォームに入力された分の反映
は登録後約1～2週間後となりますのでご留意ください。



⚫ UMINの登録で「術者不明：00000」と入力した
症例は一覧表に反映されませんので、CVIT
事務局（senmoni@cvit.jp）にご連絡ください。

⚫ 2012年のUMIN症例は、1
月1日からの症例が表示され
ていますが、更新時に有効な
症例は10月1日から12月
31日までです。

⚫ 申請締切後、10月1日から
12月31日までの症例を事
務局でカウントし、申請症例
とさせていただきます。

例）2012年で30例のPCI第
一術者の症例があったが、10～
12月で10例であった場合⇒年
間施行数を【10】と訂正。
※2012年症例は必ずしも表示
された数が審査にそのままカウント
されませんのでご留意ください。

レジストリー登録分の申請③

50

50

50

30

50

50

30

50

10

30
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レジストリー登録分の申請④
レジストリー登録分が表に
反映されます。

200例

200例（うち150例まで）

350例(認定基準：250例)

50

50

50

30

10

10

50

50

50

50

※治療実績が基準を下回る場合、
と表示されます。
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※ ※ ※ ※

※各項目の事務
局欄は、事務局
が審査時に使用
します。

審査期間中、申
請された症例のう
ち、カウント不可の
症例数は、事務
局欄でマイナス処
理をいたします。



レジストリー未登録分の申請①

レジストリー登録症例を更新する

登録不可

※2

※1

レジストリー未登録分を申請に利用する場合
①各未登録項目の手入力欄に申請数を入力する
※1 2017年度のPCI未登録症例の救済はありません
※2 2012年度のカウントできる期間は2012/10/01
～12/31間です
②【治療実績を保存する】をクリック

①

②

入力NG 入力NG
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※EVTSHD未登録分は各
年度の合算総数を手入力し
てください。



レジストリー未登録分の申請②

・未登録症例記入様式（Excelデータ提出必須）
(PCI)
2012年10月1日～2016年12月31日施行のPCI未登
録症例を申請可能。
2017年度未登録症例分は申請不可。2017年度症例は、
誤って手入力・データ提出をされたとしても審査時には事務
局でマイナス処理をいたします。
(EVT・SHD)
2012年10月1日～2017年12月31日施行のEVT・
SHD未登録症例を申請可能。

・申請症例証明書様式
PCI、EVT・SHDレジストリー未登録症例を申請する場合に
提出が必須となります。
提出時は、スキャンしたPDFファイルをアップロードください。

① 書式のダウンロード

② ①をExcelデータのままアップロード

① 書式のダウンロード

② ①をスキャンしたPDFデータをアップロー
ド
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PCI申請症例記入フォーマット

レジストリー未登録分の申請③

⚫ 表に手入力した分の治療経
験表を提出してください。

⚫ PCI未登録症例のうち、
2017年度分の救済はござい
ませんので申請不可となり
ます。

⚫ 必ずExcelファイルのまま、
アップロードしてくださ
い！
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EVT申請症例記入フォーマット

レジストリー未登録分の申請④

⚫ 表に手入力した分の治療経
験表を提出してください。

⚫ 必ずExcelファイルのまま、
アップロードしてくださ
い！
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SHD申請症例記入フォーマット
レジストリー未登録分の申請⑤

43

⚫ 表に手入力した分の
治療経験表を提出し
てください。

⚫ 必ずExcelファイルの
まま、アップロード
してください！



申請症例証明書

• 該当する申請内容を○で囲んでください
• 複数の施設で施行した症例を提出する場合、施設毎に
作成する

• 証明者は、所属診療科の上長または施設長としてください
• 原則、当時の施設長または所属長に捺印をいただいてくだ
さい。

• 当時の施設長または所属長が不在の場合は、現在の施
設長または所属長に捺印をいただいてください。

レジストリー未登録分の申請⑥

⚫ 未登録症例提出時に必ず必
要です。

⚫ 必ずスキャンしたPDFデー
タをアップロードしてくだ
さい！
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レジストリー未登録分の申請⑦

非必須③申請症例記入フォーマット

50

50

50

214例

50例（うち150例まで）

264例(認定基準：250例)

①治療実績の合計数が認定基
準を満たしているかを確認

②手入力分の申請症例記入
フォーマット(Excel)がアップ
ロードされているかを確認

③申請症例証明書(PDF)がアッ
プロードされているかを確認

④【提出する】をクリック

①

②

③
④
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【申請前の注意事項】

申請する】をクリックすると、データの修正・差し替えは一切
できませんのでご留意ください。

データの差し替えなどがある場合は、絶対に【申請する】をクリックしないでください。

提出書類として、問題がないことを十分に確認した後、【申請する】をクリックしてくださ
い。
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各データ提出方法①（一度クリックすると差し替え不可）
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【 必須注意事項】
⚫ 【申請する】をクリックすると、

データの修正・差し替えは一切
できませんのでご留意ください。

⚫ データの差し替えなどがある場
合は、まだこのボタンを押さない
でください。

⚫ 全ての提出書類に問題がない
ことを確認した後、【申請する】
をクリックしてください。
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各データ提出方法②（一度クリックすると差し替え不可）

※事務局へ連絡事項がありましたらこちらへ入力し、【連絡事項を保存
する】をクリックしてください。

【 必須注意事項】

⚫ 何らかの理由により、ステータスが【不
足】になっている状態でも、申請を受
け付けることは可能です。

⚫ ステータスが【不足】となっているまま
【申請する】をクリックしてください。

⚫ 但し、事務局と事前に連絡を取り、
事務局が把握しているケースの場合
のみ、審査対象といたします。

⚫ データの差し替えなどがある場合は、
絶対にこのボタンを押さないでください。



申請受付終了画面
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これで更新申請が終了です。
審査結果をお待ちください。


